
が
て
こ
の
入
山
辺
を
担
っ
て
い
く

子
ど
も
に
視
線
を
置
き
、
世
代
を

超
え
た
地
域
の
皆
さ
ん
が
笑
顔
で

挨
拶
が
で
き
る
関
係
を
引
き
続
き

守
り
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
に
暮
ら
し

て
い
る
人
が
元
気
で
幸
せ
を
実
感

で
き
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

入
山
辺
地
区
地
域
づ
く
り

　

セ
ン
タ
ー
長　

胡
桃
澤　

伸
一

　

４
月
12
日
、
20
チ
ー
ム
80
名
の

参
加
者
が
集
い
、
入
山
辺
地
区
内

の
起
伏
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
を
巡
り

な
が
ら
楽
し
く
順
位
を
競
い
ま
し

た
。
途
中
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

や
観
察
ゾ
ー
ン
で
は
、
チ
ー
ム
内

で
協
力
し
て
相
談
し
な
が
ら
、
問

題
の
答
え
を
考
え
て
い
る
様
子
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
爽

や
か
な
空
気
に
包
ま
れ
な
が
ら
歩

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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平成26年5月 1日現在
世帯数
　男
　女
総人口

８９２戸
１, ０４９人
１，１２０人
２，１６９人

り
組
み
な
ど
の
必
要
性
が
出
て
き

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
市
内
で
最

も
高
齢
化
の
進
む
入
山
辺
地
区
で

は
、
平
成
23
年
の
入
山
辺
地
区

市
政
ま
ち
か
ど
ト
ー
ク
を
契
機

に
、
住
民
自
ら
が
地
域
課
題
解
決

に
向
け
て
考
え
行
動
を
起
こ
す
た

め
、「
入
山
辺
地
区
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
考
え
る
会
」（
愛
称
・
こ
ん

な
山
辺
に
す
る
じ
ゃ
ん
会
）
を
設

立
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
が
主
体

と
な
っ
て
行
政
と
連
携
し
、「
住

ん
で
み
た
い
」「
訪
れ
て
み
た
い
」

地
域
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
入
山
辺
地
区
で
は
87

回
目
を
迎
え
る
運
動
会
、
御
柱
や

三
九
郎
等
い
く
つ
か
の
伝
統
行
事

が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

鹿
の
被
害
対
策
と
し
て
防
護
柵
の

設
置
や
生
活
道
路
等
の
除
雪
作

業
、
隣
近
所
の
助
け
合
い
が
存
在

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
自
分
の

居
場
所
に
誇
り
を
持
ち
、
地
域
に

根
差
し
た
活
動
こ
そ
が
素
晴
ら
し

い
地
域
づ
く
り
の
姿
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
風
土
を
活
か
し
て
、
や

　

平
成
26
年
４
月
、
市
内
35
地
区

に
「
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
と
は
、
支
所
・
出
張
所
、

公
民
館
、
福
祉
ひ
ろ
ば
の
機
能
が

一
体
と
な
り
、
住
民
主
体
の
地
域

づ
く
り
を
支
援
し
て
い
く
地
域
の

拠
点
で
す
。

　

地
域
づ
く
り
と
は
、「
安
心
し

て
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
住
み

よ
い
地
域
社
会
を
構
築
す
る
た

め
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域

課
題
を
解
決
し
て
い
く
活
動
や

取
り
組
み
」
を
指
し
ま
す
。
で

は
、
今
な
ぜ
地
域
づ
く
り
が
必
要

な
の
で
し
ょ
う
か
。
超
少
子
高
齢

型
人
口
減
少
社
会
の
進
展
な
ど
に

よ
る
社
会
経
済
状
況
の
変
化
を
背

景
に
、
要
援
護
者
の
見
守
り
や
災

害
時
の
助
け
合
い
な
ど
、
増
大
し

複
雑
化
す
る
地
域
課
題
や
人
間
関

係
の
希
薄
化
、
地
域
活
動
へ
の
無

関
心
な
ど
地
域
は
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
地

域
の
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
や
将

来
を
見
据
え
た
人
材
育
成
等
の
取

「
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
設
置
に
つ
い
て

第
11
回
信
濃
の
明
日
香

　
山
辺
の
里
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

東
桐
原	

・
木
下　

逸
司

　

舟
付
／
宮
原	

・
岡
澤　

俊
幸

　

北
入
中
部	

・
増
澤　

範
一

　

千
手
／
駒
越	

・
新
井　
　

保

　

三
反
田
／
奈
良
尾	

・
山
本　

正
門

　

上
手
町	

・
小
澤　

政
明

　

原
／
厩
所	

・
大
澤　

康
男

　

大
仏
／
一
の
海	

・
上
原　

謙
一

　

大
和
合
／
牛
立	

・
栁
澤
今
朝
雄

　

三
城	

・
内
城　
　

希

町
内
公
民
館
長

　

橋
倉	

・
小
出　

晃
永

　

南
方	

・
百
瀬　

悦
緒

　

西
桐
原	

・
中
村
和
壽
夫

　

東
桐
原	

・
齋
藤　

利
夫

　

舟
付
／
宮
原	

・
村
田　
　

清

　

北
入
中
部	

・
内
川　

賢
仁

　

千
手
／
駒
越	

・
新
井　

吉
継

　

三
反
田
／
奈
良
尾	

・
市
川　
　

肇

　

上
手
町	

・
原
田　

幸
男

　

原
／
厩
所	

・
市
川　

文
男

　

大
仏
／
一
の
海	

・
浅
村　

保
雄

　

大
和
合
／
牛
立	

・
大
澤　
　

深

　

三
城	

・
前
田　

純
一

民
生
・
児
童
委
員

　

橋
倉
／
南
方	

・
小
笠
原
玲
子

　

西
桐
原	

・
百
瀬　

洋
子

　

東
桐
原	

・
平
林　

八
郎

　

舟
付
／		

宮
原	

・
西
澤　

博
子

　
北
入
中
部
／
千
手
／
駒
越	

・
矢
島　

維
豊

　
三
反
田
／	

奈
良
尾
／
上
手
町	・
大
輪　

良
子

　
原
／
厩
所
／
大
仏
／
一
の
海	・
朝
倉　

洋
子

　

大
和
合
／
牛
立	

・
澤
渡
家
寿
江

　

三
城	

・
前
田　

民
江

主
任
児
童
委
員	

・
向
井　

圭
子

    

平
成
26
年
度 

役
員
紹
介

町
会
連
合
会
長

防
犯
協
会
長

人
権
啓
発
推
進
協
議
会
長

	

・
増
澤　

範
一

入
山
辺
記
念
林
協
議
会
長	

・
栁
澤　
　

正

入
山
辺
記
念
林
委
員
長	

・
大
輪　

邦
彦

農
振
推
進
協
議
会
長	

・
百
瀬　

房
雄

松
本
市
農
業
委
員	

・
大
澤　

德
次

	

・
百
瀬　

道
雄

防
災
部
会
長	

・
西
澤　

辰
一

防
災
福
祉
女
性
部
長	

・
石
川
小
夜
子

衛
生
協
議
会
長	

・
青
栁　

久
雄

入
山
辺
社
会
福
祉
協
議
会
長	

・
原
田　

範
久

福
祉
ひ
ろ
ば
事
業
推
進
協
議
会
長	

	

・
武
井　

勝
已

福
祉
ひ
ろ
ば
専
任
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー	

	

・
小
笠
原
玲
子

健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長	

・
工
藤
八
代
子

入
山
辺
公
民
館
長	

・
遠
山　

重
治

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
長	

・
平
林　

八
郎

町
内
公
民
館
長
会
長	

・
小
出　

晃
永

子
ど
も
会
育
成
会
長	

・
栁
澤　

良
子

体
育
協
会
長	

・
新
井　

利
幸

交
通
安
全
協
会
支
部
長	

・
久
保
田
豊
美

消
防
第
十
八
分
団
長	

・
西
澤　

幸
雄

公
民
館
報
編
集
委
員
長	

・
朝
倉　

康
直

老
政
会
長	

・
原
山　

良
平

入
山
辺
保
育
園
保
護
者
会
長	

	

・
須
賀　

麻
里

山
辺
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長	・
髙
野
ゆ
か
り

山
辺
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表	

・
矢
島
み
さ
を

町
会
長

　

橋
倉	

・
武
井　

勝
已

　

南
方	

・
原
田　

範
久

　

西
桐
原	

・
江
平　
　

茂



平
成
26
年
度
入
山
辺
公
民
館
の

主
要
事
業
に
つ
い
て

　

入
山
辺
公
民
館
関
係
の
平
成
26

年
度
の
主
な
事
業
と
関
係
大
会
等

の
日
程
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

◎
六
月
二
十
二
日
（
日
）

　

町
会
対
抗
球
技
大
会

◎
七
月
十
九
日
（
土
）

　

第
二
十
七
回
親
子
ひ
ろ
ば

◎
九
月
十
四
日
（
日
）

　

市
長
杯
争
奪
球
技
大
会

　
東
山
部
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
大
会

　
（
軟
式
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

◎
十
月
十
二
日(

日)

　

第
五
十
七
回
市
民
体
育
大
会

　
秋
季
大
会

◎
十
月
十
九
日
（
日
）

　
第
八
十
七
回
入
山
辺
地
区
大
運
動
会

◎
十
一
月
二
日
（
日
）

　

第
三
十
一
回
市
長
杯
争
奪
球
技
大
会

◎
十
一
月
二
日
（
日
）

　
第
三
十
八
回
入
山
辺
地
区
文
化
祭

　（
町
会
対
抗
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　  

大
会
同
時
開
催
）

　

今
年
八
十
七
回
目
を
数
え
ま
す

大
運
動
会
は
十
月
の
第
三
日
曜
日
、

文
化
祭
は
十
一
月
の
第
一
日
曜
日

の
開
催
で
す
。
是
非
多
く
の
住
民

の
皆
様
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
各
種
講
座
や
事
業
の
開

催
に
つ
い
て
は
、随
時
発
行
の
「
入

山
辺
公
民
館
だ
よ
り
」
等
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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・
・
・
・
・
・
・
・

入
山
辺
地
区
　
　

町
会
連
合
会
長

増
澤
　
範
一

　

今
回
、
連
合
町
会
長
と
い
っ
た

大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
改
め
て
責

任
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
元
来
私

は
浅
学
非
才
で
、
連
合
町
会
長
の

器
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
幸
い

各
町
会
長
の
皆
さ
ん
が
素
晴
ら
し

い
方
々
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で

お
り
ま
す
。
お
互
い
切
磋
琢
磨
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
長
を
生
か
し
相
談

し
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
入
山
辺
地
区
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
今
後
の
行
事
等

に
積
極
的
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

ご
意
見
等
も
提
言
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
こ
の
入
山
辺
に
は
古

い
歴
史
も
あ
り
山
紫
水
明
に
優
れ

た
素
晴
ら
し
い
自
然
の
宝
庫
で
あ

り
、
ま
さ
に
健
康
寿
命
延
伸
に
ふ

さ
わ
し
い
所
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

し
て
某
生
命
保
険
会
社
の
川
柳
で

は
な
い
で
す
が
、「
六
十
代
俺
が

村
で
は
青
年
団
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

九
十
歳
近
く
に
な
っ
て
も
ブ
ド
ウ

作
り
に
精
を
出
さ
れ
て
い
る
方
も

お
ら
れ
、
皆
さ
ん
元
気
で
働
き
者

で
す
。
こ
ん
な
山
辺
を
皆
で
力
を

合
わ
せ
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
松
風
園
長

　
　
　
　
　
　
　
　
高
木
　
証
志

　

松
風
園
に
は
昨
年
か
ら
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
四
月

か
ら
前
任
の
朝
倉
園
長
の
後
任
と

し
て
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

福
祉
の
仕
事
に
一
年
間
携
わ
っ

て
み
ま
し
た
が
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
だ
ら
け
で
戸
惑
い
も
あ
り
ま
す

が
、
職
員
一
同
在
園
者
の
皆
さ
ん

が
楽
し
い
園
生
活
を
送
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

松
風
園
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

で
一
人
で
は
生
活
が
困
難
な
皆
さ

ん
が
入
居
さ
れ
て
い
ま
す
。
単
調

に
な
り
が
ち
な
入
園
者
の
生
活
を

充
実
さ
せ
、
生
き
が
い
の
向
上
を

図
る
た
め
園
で
は
生
け
花
、
陶
芸
、

民
舞
な
ど
の
ク
ラ
ブ
活
動
や
お
花

見
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
四
季

折
々
の
行
事
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
多
く
の
方
の
慰
問
の

受
け
入
れ
や
地
域
行
事
へ
参
加
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
皆
様
と

の
交
流
を
積
極
的
に
図
っ
て
お
り

ま
す
。

　

日
頃
か
ら
地
域
の
皆
様
に
は
大

変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
心
よ
り

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、

全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
よ
り
良

い
園
生
活
を
目
指
し
て
業
務
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
健
康
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　
　
　
大
畠
　
彩
香

　

今
年
度
よ
り
入
山
辺
地
区
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
く
保
健
師
の
大

畠
彩
香
で
す
。
私
は
社
会
人
・
保

健
師
・
入
山
辺
初
心
者
で
す
。
入

山
辺
地
区
は
公
民
館
や
福
祉
ひ
ろ

ば
で
の
活
動
が
活
発
で
、
皆
で
地

区
を
明
る
く
し
よ
う
と
す
る
意
識

の
高
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
私

は
ま
だ
ま
だ
入
山
辺
を
知
り
ま
せ

ん
。
入
山
辺
に
つ
い
て
多
く
の
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

と
と
も
に
学
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
保
健
師
と
し
て
入
山
辺

地
区
の
方
々
が
い
き
い
き
と
、
い

つ
ま
で
も
元
気
に
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
精
進
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
入
山
辺
出
張
所
・

　
　
　
　
　
　
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
金
井
　
美
代
子

　

今
年
度
か
ら
入
山
辺
出
張
所
・

公
民
館
に
参
り
ま
し
た
金
井
美
代

子
と
申
し
ま
す
。
活
気
に
満
ち
た

自
然
と
歴
史
の
あ
る
地
で
勤
務
で

き
ま
す
幸
せ
を
実
感
し
て
お
り
ま

す
。
い
つ
も
笑
顔
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

正
確
で
丁
寧
な
仕
事
が
で
き
る
よ

う
に
一
生
懸
命
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

前
入
山
辺
地
区
町
会
連
合
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
西
澤
　
訓
男

　

二
年
間
の
重
責
を
地
区
の
皆
様

方
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
、
入
山
辺
の
事
を
色
々
と
勉

強
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
事
を
心
よ

り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
と
い
う
大
き
な
課

題
を
い
た
だ
い
て
皆
さ
ん
と
色
々

模
索
し
て
き
ま
し
た
が
、
力
不
足

で
思
う
事
の
半
分
も
出
来
ず
深
い

反
省
の
念
に
駆
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

が
設
立
さ
れ
、
住
民
主
体
で
行
政

と
協
働
で
地
域
の
課
題
を
解
決
す

る
新
し
い
体
制
の
第
一
歩
が
踏
み

出
さ
れ
た
訳
で
あ
り
大
変
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

　

自
然
の
豊
か
な
入
山
辺
の
里
も

高
齢
化
は
益
々
進
ん
で
参
り
ま
す

が
、
景
観
を
整
備
し
住
環
境
を
整

え
な
が
ら
伝
統
行
事
を
大
切
に
し
、

お
互
い
が
支
え
合
え
る
住
み
易
い

入
山
辺
地
区
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
づ
く
り
に

少
し
で
も
お
手
伝
い
が
出
来
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
二
年
間
大

変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

●
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

人
事
往
来

お
知
ら
せ


